
 

 

ツールの名称 MQCツール 

 開発者の氏名 上谷勝洋 

 開発者の所属 東洋熱工業株式会社 

 ターゲットとする機器/システム コミッショニングプロセスで活用する文書資料 

ツールの分類 測定、情報/データ、データ処理/表示、モデル、シミュレーション 

 

 
本ツールは、コミッショニングプロジェクトにおいて、実施あるいは確認していく必要事項ならびに

実践に役立つ内容を閲覧でき、コミッショニング作業を支援するものである。コミッショニングにおい

て CA 並びにコミッショニング関連者が多岐に亘る作業における情報を確実に共有して、建設工程に円

滑にコミッショニングプロセスを適用できることを目的に、データベースツールとして開発した。 
データベースツールではあるが汎用性を考慮して、Microsoft Excel のマクロ機能を利用したツールで

ある。 
 

 
 本ツールは、企画・設計・発注・施工・運用の各建築工程において定義されているコミッショニング

プロセス（作業内容と作成される文書、従来工程との共有情報）を実施していく上での作業支援として、

電子マニュアル・ガイドの機能を有している。また、コミッショニングプロセスの作業履歴を管理して

最終的にはコミッショニング報告の電子目録として機能する。 
 本ツールは MQC ツール本体である Excel ファイルとデータベース情報を登録するデータフォルダ

（MQCdefFiles）で構成されている。 
 情報の整理・登録・閲覧（図 1 を参照） 
コミッショニングプロセスに必要な基本情報はすでに閲覧できる。この基本情報を当該コミッショニ

ングプロセスにカスタマイズして登録することや、新規に新しい情報を登録することができる。 
 作業の履歴管理 
コミッショニングプロセスの担当者、期限、作業履歴、遅延や完了について、作業の履歴管理をする

ことができる。 
 文書類の管理 

コミッショニングプロセスで査閲される資料類や作成される文書や計算書、会議議事録や情報連絡シ

ートなどを登録することで、文書類の管理ができる。 
複数の元ファイルのデータをまとめて一つのファイルに出力する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ MQC ツールのトップシート（総覧表）の一部 

ツール開発の背景・目的 
 

ツールの機能 
 



 

 

 
本ツールは、コミッショニングプロセスの情報を共有し作業を管理して一元化された電子情報ファイ

ルである。 
 

 
基本的には CA が監修し CA の手帳の役割を担う。作成される MQC ファイル（電子情報ファイル）

は CA 並びにコミッショニング関連者で共有して利用する。 
 

 
膨大かつ多岐に亘る情報を一元管理でき、情報の欠落による作業の遅延や目標性能を達成するための

効果的なプロセス管理に効用がある。 
 

 
OS：Windows XP,Vista,7,8  （MacOS には対応しておりません） 
Microsoft Excel：2003,2007,2010,2013  （Excel は 32bit 版を推奨しております） 

 Microsoft Excel のマクロ機能を利用している。バージョンによりセキュリティやマクロ実行環境、フ

ァイル保存など Excel 特有の設定については、ユーザの利用環境を確認する必要がある。 
 

 
Menu 画面による作業支援により操作性と使い勝手を考慮している 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 Menu 画面の一例 
 

 
ユーザの利用するアプリケーションに準じたファイル形式であれば制約は無い。 
 

 
実際のコミッショニングプロジェクト(1 件)により動作を検証し、正常に処理していることを確認して

いる。 

必要なデータの形式，管理方法 
 

ツールの検証，ケーススタディ 
 

操作性，ユーザインターフェイス 
 

Cx プロセスにおけるツール適用のメリット 
 

Cx プロセスの中でのツールの位置づけ，使われ方 
 
 

Cx プロセスにおけるユーザ（誰が使い，誰に結果を渡すか） 
 

実行環境 
 
 


